
第３４回 北本市議会報告会  

日 時 令和４年７月３０日（土）午前１０時～正午 

会 場 本会議場 

参加者 １８人 

出席議員 桜井卓、金森すみ子、岡村有正、松島修一、日高英城、高橋伸治、工藤日出夫、

滝瀬光一、諏訪善一良、島野和夫、加藤勝明 (議席番号順) 

（新型コロナウイルス感染症対策として、議長・各委員会の長・広報広聴委員など少人

数で対応) 

次 第 １ 開会 岡村広報広聴委員長 

 ・本日は試みに議場を使わせていただき報告会を開催させて頂きます。 

 ・新型コロナウイルス感染症の急拡大により、本市でもここ数日間１００人を

超える感染者が出ています。また、熱中症の搬送事例も多く搬送先が決まら

ない状況もあります。 

 ・感染症対策として、議場の天窓と通路側の出入口扉も開け換気を十分とりな

がら行います。熱中症対策として途中休憩を入れますので、水分補給をお願

い致します。その際は議場内には精密機器がありますので議場外の通路でお

願い致します。 

・議員席と傍聴席に間隔を空けてお座りいただき、質疑・ご意見の際は最前列

８番の席で発言をお願い致します。議員席の採決システム機器のボタンには

手を触れないでください。 

・議場での報告会の試みについて、アンケートでご感想をいただければと思い

ます。 

 

２ あいさつ 工藤議長 

 ・新型コロナウイルスの感染が急拡大しており、北本市も昨日は１５０名位の

報告もあるようです。そのような中、十分感染対策をしながらの開催するこ

とになりました。 

 ・今日は議場を使っての報告会であり、私も議場の活用についてはもっと市民

目線で使える状況をつくっていきたいと思っていました。 

・まだ３席ほど議席が余っており、傍聴席の方が満員になっているようです。

この議席の一つひとつは皆様方が選挙で選んだ、いわゆる皆さんの代弁者と

してこの議場の中で、北本市の方向性・意思を決定するために、議員それぞ

れが座っている場所です。 

・今日はぜひ主権者である皆様にもこの席に座っていただいて、議員一人一人

が皆様の福祉を増進するためにどんな気持ちでこの議場で議論しているのか

ということをぜひ体験していただきたかったので、傍聴席にお座りの方はま

だ３席ありますので、是非こちらの方へお座りください。 

・私ども市議会は、常に市民に開かれた議会、市民の声を聴く議会ということ

を目指して、様々な仕組みを作っております。議会モニター制度もその一つ

でありますし、議会報告会こそが市民の皆様に直接、議会の報告をし、ご意

見を伺うという貴重な時間です。皆様からのご質疑や忌憚のないご意見をい

ただければと思います。 

          



３ 議会報告会の進め方について 金森広報広聴副委員長 

 

４【第 1部】定例会の報告 

 

（１） 令和４年第２回定例会の報告 

 ア 先議議案等の審議概要 加藤議会運営委員長 

 イ 委員会付託議案の審議概要  

  ・総務文教常任委員会の審議概要 日高総務文教常任委員長 

  ・予算決算常任委員会の審議概要（各分科会から） 

‣総務文教分科会 日高会長 

 ‣健康福祉分科会 桜井会長 

 ‣建設経済分科会 滝瀬会長 

 

（２） その他  

《 休 憩 》    

（３）質疑応答  参加者 １名 

 

５【第２部】意見交換会 

第１部の報告以外に関する質疑応答 

 

６ 閉会 岡村広報広聴委員長 

司 会 金森広報広聴副委員長 

質疑応答の概要 

【第 1部】 

1人目 

Ｑ. 今定例会の指定範囲ではないが、私は重要と思い質問させていただく。質問根拠は、議

会のＨＰの中に、議会報告会での意見・質問・要望についてはＨＰに掲載の上、次回の報

告会で報告すると書いてある。前回の議会報告会の議事録を確認したら、私の質問に対し

ての回答内容が議事録の内容が違っている。まったく逆のことが書いてあった。質問の内

容は、子どもの権利条例に関するもので、「付属機関として権利擁護委員を設置する」と

議会の方で示していたが、付属機関というのは論文により権利擁護委員の解釈は違ってお

り、法的な観点から説明していただきたい、というものであった。回答がまったく違う内

容になっている。 

意図的にそうしたのであれば非常に問題である。単なるミスであれば、どこがミスをした

のか、わからない。なぜ問題なのか、執行機関に移った時に、それを執行し市民や擁護委

員等に説明をする際に、議会と執行機関との考え方が真逆になったり、どれを取ったらい

いかわからなくなる。一番問題なのは、事実と違うことが書かれているということ。議事

録というのは事実と違うことを書いていいのか。私の質問に関しては、論点が全然書かれ

てないので、質問と回答が嚙み合っているかもわからない状態。私が言わなかったことも

書いてある。この議事録は、どなたかチェックをされているのか。一般的に組織であれ

ば、議事録をチェックしてから公表される。この議事録は修正できるのか。以前に議会の

議事録について、一旦公表された議事録は修正できないと言われたが、その時は言った内

容が書かれたわけでそれが事実。ここは、事実でないことなので、ミスであれば修正すべ

きである。 

 

Ａ.（岡村広報広聴委員長）議会報告会が終わりましたら、記録を取った資料やＨＰの議事録

を広報広聴委員会として再度点検をします。今のご発言の趣旨を再確認し記載ミスなのか



を点検し、修正の必要の有無について再度検討し、連絡させていただきます。必要が有れ

ばＨＰの掲載内容を修正します。 

 

Ｑ. 私の質問の趣旨でわからなかったら、これはどういうことなのか。別途、私は工藤議長

宛に、こちらに関する質問も送ったが、検討しないという回答もいただいている。修正し

ていただける、ということでよろしいか。 

 

Ａ.（岡村広報広聴委員長） 記録から追い再度点検をして記載が誤っていれば、ご連絡の

上、議長とも相談しながら広報広聴委員会として適正に処理をしていきます。 

 

【第２部】 

1人目 

Ｑ. 北本市の農業問題について、後継者はいるか。不耕作地はどれくらいあるのか。市役所

の担当課を尋ね説明を受けたが、やはり次の担い手、後継者問題があると感じた。 

加藤議員が農業後継者育成について質問されているのでお聞きしたい。 

石戸地区に放棄されているようなビニールハウスが 5・6棟ある。石戸 6丁目には北本ア

グリさんのビニールハウスが約 10棟位ある。石戸 9丁目に加藤様の約 10棟位のビニール

ハウスがある。市の広報に北本アグリ社長の記事があり、「北本市に新しく来る農業者は

ウエルカム」であり、若手の教育をするとあるが。 

 

Ａ.（加藤議員）北本市内には大きな農業法人が３社あります。北本市で農業法人以外で経営

していくのは至難の業です。50年前の気候と今の気候は違う。我々農家も、さらに勉強し

市民の理解を得ながら、農地を残していきたい。 

 

２人目 

Ｑ. 私の地区内の生活道路で行き止まりの私道があり、20軒位の住民で舗装工事をして 25～

6年経つ。消防車も入れる大きな道路だ。最近の異常気象によるのか、この道路が盛り上

がってきた。朝夕の変動があり、暑さのせいではないかと思う。何とかならないかと道路

課に言ったら、「ここは私道なので対応できない」とのことだった。生活道路でもり、舗装

が盛り上がると危険でもある。私道の砂利道は市に言えば砂利を敷き直してくれる。市の

補助制度で何とかならないか。 

 

Ａ.（滝瀬建設経済常任委員長）簡易舗装の助成する制度はあるが、既に整備された私道につ

いての補助事業というのは無いと認識しています。  

 

３人目 

Ｑ. 権利擁護委員の報酬について、平均、月１０回で２０万４０００円。相談員が週３回１

日８時間の勤務ですが、どのくらいの報酬になっているか。あまりにも差があるのでは。 

 

Ａ.（日高総務文教常任委員長）相談員の給与は準備期間中なので時給１０００円。その後、

実際に始まってからは１４６０円の設定になっています。 

 

４人目 

Ｑ. 消費活性化キャッシュレス事業について、これはスマートフォンや携帯電話を持ってい

ないとできないのか。クーポン券が必要なのか。 

 

Ａ.（滝瀬建設経済常任委員長）キャッシュレス型事業のクーポン付与は、スマートフォン等

の端末が無いと利用が困難と思います。 



Ａ.（桜井健康福祉常任委員長）所管外でありますが、今回は 3事業者あるので、そこにどう

いった事業者が入ってくるのかまだわからないので、参入業者によりスマホでなくても可

能性はあるかもしれません。 

アンケート結果 

【意見・要望】 

① 今回は議場の議員席に着席できる機会を得て、望外の喜びだった。 

② 司会の声が良く聞き取れ、新鮮な気持ちだった。 

③ 議員が何かにつけ、いつも気を使って行動していると感じた。（感謝すべきこと） 

④ 「議会だより」を議会報告会で配布するのは良いこと。 

⑤ 定例会の報告は簡単に、質問や要望事項等は、議会事務局又は議員が前もって受け取り、

この場で問答してもらいたい。 

⑥ 議会報告会用にもっと要旨をまとめて説明してほしい。リーフレットと議会だよりの２種

類を一つにわかりやすくすべき。 

⑦ 発表者はもっと明瞭に説明すべき、その場主義はダメ。 

⑧ 事前に質問事項を受け付けてはどうか。 

 


